





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































くおん じんし ぜ人し ６サつ
めるころ，［夜明けを告げる］鼓音の鳴る直前に，人士（立派な人)．善士（正善なる人)，傑












































































































































































コーティ たもん コーティ 仁よう
１２．彼は，幾拘砥もの劫において，智慧と多聞を積集することにより，幾拘砥もの衆生を暁
51「カラヴインカ」の原語はkalavinkaである。
52「浄行婆羅門」（srOtriya）とは「ヴェー ダ聖典に通じた博学のバラモン」である。
郡Tib・には，tathiigatam（如来を）に相当する訳語がない。
刷本偽（鋪６偶）から第25偶までは韻律が不明である。［(６or5mora＋[～--1)×２］×２行と思われるが
明確ではない。なお，この部分の偶の区切りについては，Ｌ､.V,.Ｓはいずれも４行で一偶としているが，
文脈上、Ｒ､に従って２行で一偶とするのが適切であり，それだけ偶数が増えることになる。
綿Tib.にはdomodhdila（今宵ここに）と訳されている。
184
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やく
益せり。それ故に，速やかに菩提を得たり。
うん室
13．彼は，慈魔に勝ち，また，死（魔）と煩悩魔に［勝てり］。彼は天魔に［も]郡勝てり。
うのう
それ故Iこ，彼に憂悩あることなし。
１４．彼は，偉大なる天中天にして，【諸天神からも供養されるが故に57】三界［全体］におい
でん
て供養されるに値せり。福徳を希求する者たちの［福］田にして，甘露の果を与える者
なり。
おうぐ’しや しやせ
15．彼は，最高の応供者（供養さるべき人）Ｉこして，［彼に］捨施せられたる布施の功徳は，
実に58,無上の菩提が獲得せられるまでの，その間において，消失することなし。
ぴやくごう コーテイ
１６．彼の［白］毒が光明を発し，幾拘砥もの［仏］国土が遍照せられたり。日月等［の光明］
ふぐへい
は覆蔽せられたるも，諸の衆生は明るく照らされたり。
しんしきぴれい げ入ようたんじようようぼうたんごん
17．彼は，実に，身色美麗Iこして．顔容端正，容貌端厳なり。優美なる相を有し，［衆生の］
安楽を願う者，三界において供養さるべき者なり。
18．自存者なる彼の眼は極めて清浄にして，多くのものを観察せり。［すなわち］諸の国土と，
しんしき
衆生の身体と，心識あるものと,し､識なきものとを。
19．彼の耳は極めて清浄にして，無数の音声を聴聞せり。［すなわち］諸の天界と人界の［音
しょうしゃ
声]，また，勝者（仏陀）の法語なる音声を59.
ちょうこう
20．彼の舌は長広Iこして，カラヴィンカ鳥の如く音声優美なり。寂滅に導く甘露の法を，彼
より，私たちは聴くべし。
21．マーラの軍勢を見たりといえども，彼の心意は動揺することなく，また，天衆を見たり
みようえ
といえども，妙慧ある彼は歓喜することなし。
22．刀剣や矢などによりて，彼はマーラの軍を破りたるにあらず。真実・禁戒･苦行［の力］
によりて，彼は悪しき力士に勝利せり。
23.座より動くことなくして，しかも，彼の身体は傷害せられざりき。その時に．愛著ある
し人に
ことなく，：jii志を生じることもなかりき。
おんみ しゅじゅう
24．御身の法を聴いて，正行を修習せんと欲するところの人間や天神たち，彼らには実に，
利得がよく獲得せらるくし。
25．勝者の福徳と威光に満ちたる者よ，御身を称讃せる，その福徳により，［私たちは］みな，
にんちゅう
速やかに，人中の月なる御身Iこ等しき者と成らんことを［と]。
おうし ナユタ
26.人中の牡牛たる導師が菩提を証得し，那由多もの［多くの］国土を震動せしめ，マーラ
56「煩悩魔．蕊魔．死魔．天魔」を「四魔」（衆生を悩ませる四種のもの）と呼ぶ。
57【】中の原文は全写本にあり，Tib､にもこれに相当する訳文があるが，文脈上も韻律上も不要である。
58「捨施せられたる布施の功徳は，実に」の部分は，Ｔｉｂには．hdilasbyinpabtannade（彼に布施をほこ
こすならば．それは）と訳されている。
弱Tib.は「勝者たちの法語など［無数の音声を聴聞せり]」という意味の訳文となっている。
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ご うぶくご人おん
を降伏するや，党天の如き音声，カラヴィンカ鳥の畷りの如き言音もて，導師は．まず
鎧初に，この偶頒を説きたまえり。
27．「福徳の果報は安楽にして，一切の苦悩を滅除する。また，福徳を有する人間の願望は
成就せられる。また，マーラを降伏して．速やかに菩提を証得する。［さらに］また，
ねはん
寂滅の清涼なる境地たる浬桑に達する｡」
ぞうざ お人そく
28．「されば．福徳を造作することに，誰が厭足の念を生ずべけんや。また，甘露の法を聴
いて，誰が厭足の念を生ずべけんや。また，人なき森中に止住して，誰が厭足の念を生
いさ
ずべけんや。衆生の利益を為作することに，誰が厭足の念を生ずべけんや｡」
な
29.そして60,［如来は］手を伸ばして，菩薩たちに告げたり61。「供養は［すでに］為されたり。
各自の国土に戻られよ」［と]。［菩薩たちは］みな，如来の足もとに敬礼をなしてから，
さまざまの荘厳をもって，それぞれの国土に去りゆけり。
ぜんぜい
30.また，かの’ナムチ鰹（悪魔）たちの大襲来を見て侭，同じくまた，善逝（仏陀）が悠然
ゆげじんぺん ほつがん
として遊戯神変を現じたるを見て，諸の衆生は，比類なき,L､を以て菩提に向けて発願せり，
「勢力あるマーラを降伏して甘露を得くし」［と]。
比丘らよ・如来が，菩提樹下において，獅子座に坐して等覚を証得したまえる時，その利那
に，無愚なる仏陀の遊戯神変が出現したり。それらは，一劫［もの長時間］を以てしても，説
き尽くすこと容易ならざるなり。
そこで．かくの如く言われる。
３１．この64大地は，手の平の如く平坦なるものと成り，幾百もの満開の花弁が，光明を発し
おじぎ
て出現せり。［また］百千もの天神たちが菩提の座に御辞儀をなせり。この，［如来によ
る］獅子帆の第一の前兆が，今ここに見られたり。
３２三千[世界]の'幾百もの樹木が菩提の座に御辞儀をなせり。無数慌縫5や.山王メー
ルも同様に［御辞儀を］なせり。［また］党天と帝釈天が，十力（如来）に近づき御辞
しし げん
儀をなせり。これまた，人中の獅子なる者が菩提の座に現ずる遊戯なり。
へんしよう
3366.また，身体より百千の光明を発して，勝者（仏陀）の妙国土を遍照するや，三悪趣は鎮
しゅゆ む力、Ｌ,ょ ふんこん
静せられ，また，その後の采Ｉ那．須爽の間に・無暇虚は閑散となれり。また，念恨．情
しんに
欲．眼悪［等］は，いかなる衆生をも苦しめざりき○これまた，［菩提の］座に坐せる
卿Tib.には，Ｃａ（そして）に相当する訳語がない。
6ｌＴｉｂ.は「菩薩は手を伸ばして，告げたり」という意味の訳文となっている。
Ii2namuciはマー ラ（悪魔）の別称である。
“Tib・は「[マーラの］軍勢がおびただしく出現したる，それを見て」という意味の訳文となっている。
‘ITibには．ｉｙａｍ（この）に相当する訳語がない。
65「秀峰」（girivara）は，Tib.には単にrimams（山々 ）と訳されている。
“この偶は，文脈上，五行で一偶をなしていると見なさざるを得ない。
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人中の獅子（如来）の遊戯なり。
月.太陽.宝珠.火.電光｡また,天の光明は,光輝ある者(如来)の箔1謝師に
鯉いし
覆蔽されて，輝かず。衆生は，今f慾，誰も，大師（仏陀）の頭頂を見ることを得ず。こ
れまた，［菩提の］座に坐せる人中の獅子（如来）の遊戯なり。
また，手の平で触れられたる大地は，六種に震動し，それによってナムチ（悪魔）の軍
と
勢は党撚鋤の如く吹き飛ばされたり。ナムチは矢を把り．［1肖然として]地面に[何
かえjbG
かを］掻き描けり70°これまた，人中の獅子（如来）が［菩提の］座にて遊戯を現じた
るなり，と。
[以上］「成正覚品」と名づける，第二十二章なり。
67「[白］遥相」の原文はnmap誌ａ（＝nmiikosa?）であるが，その意味は必ずしも明白でない。Tib､には
rlabs（＝prmi；波）と訳されているが，こちらの意味も定かでない。
68Tib.には，ｉｈａ（今）に相当する訳語がない。
的「兜羅綿」（tnla）とは「軽い綿」であり，「寝台の中に入れる綿の種類」である。中村元『儒教語大辞典」
995頁参照。
ｍＴｉｂ.は「何かの文字を書けり」という意味の訳文となっている。
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